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フェフィナーとウェーバーの法則 

 

ウェーバーは，2つのおもりの重さを比べる実験で，区別（弁別）できる最小の重さの差（弁

別閾）を調べた。たとえば，100 グラムの標準刺激に対して，比較刺激を 102 グラムにし

たとき，その差に初めて気づいたとする。このときの弁別閾の値は 2グラムになる。次に，

標準刺激を 200グラムにすると，このときの弁別閾は 2グラムではなく，4グラムになる。 

 

このような実験から，ウェーバーは標準刺激と，弁別閾の比がほぼ一定になると考えた。

標準刺激を S，弁別閾を ΔSとすると，次の式になるということである。 

 

ΔS／S=k  （k は，一定の数値） 

 

この関係は，重さだけではなく，他の感覚でも成り立つとされている。（ウェーバーの法則）．

ただし，その比（ここでは，k の値）は，感覚の種類によって変わってくる。 

 

その後フェヒナーは，ウェーバーの法則を発展させた。 

 

どういう点を発展させたかというと，ウェーバーは物理的刺激の強さを使って，上に書い

たような公 式を考えたが，フェヒナーは，物理的刺激ではなく，それに対する感覚を用い，

しかもその感覚が量として扱えると考えて，定式化したのだ。 

 

「弁別閾（上記の ΔS）に相当する感覚の増加量（ΔR）は一定である」と，まずは，仮定し

た。その上で，「感覚（R）は，刺激の強 さ（S）の対数に比例して変化する」という結論

を導き，それを式に現すと，次の式になることを示した。 

 

R=k log S （k は定数） 

 

これが，フェヒナーの法則です． 

 

ただし，感覚や感覚の大きさを直接測定できないと，フェヒナーの法則を実験によって確

かめるのは，困難です．そのため，その後，スティーブンスの「マグニチュード推定法」

や「べき法則」の研究につながった。 



 

 

フェフィナーとスティーブンスの法則 

スティーブンスのべき法則も，刺激の物理量とそれに対応する感覚量との間に成り立つ関

係を述べた（記述した）法則である。フェヒナーが，感覚量を直接測定することはできな

いという前提に立って，フェヒナーの法則を作りましたが，スティーブンスは，マグニチ

ュード推定法を用いることで感覚量を直接測定できると考えた。 

このマグニチュード推定法による測定結果にもとづいて刺激の物理量と感覚量との間の関

係を数量的に示したものが，スティーブンスのべき法則である。 

マグニチュード推定法とは，たとえば，20dbの音の大きさを標準として，それに「10」の

数値（基準値）を割り当てる。その上で，さまざまな強さ（こ の例では，音の大きさ）の

刺激を提示し，その刺激に応じた感覚の強さを，基準値の 10に対して，いくつになるかと

いう比率で，数値として報告させる方法である。．つまり，ある音の強さの刺激が，基準値

の倍くらいの感覚と感じられたときには，「20」と応える。 

 

このマグニチュード推定法をさまざまな種類の感覚に用いて測定した結果，感覚の大きさ E

と，刺激の強度 I との間には， 

 

E=kIn 乗＜感覚の大きさ Eは，k（定数）×I（刺激強度）の n 乗＞ 

 

という関係が成り立つことを見いだした。 

この式で，k は定数，n は感覚の種類の応じて異なる，べき数である。 

このように，刺激と感覚の間に，べき関数（power function）が成立するため，「スティー

ブンスのべき法則」と呼ぶ。 

 

グラフとしていえば，横軸に刺激の強さの対数（log）を取り，縦軸に感覚の大きさ（マグ

ニチュード推定法によって得られた数値）の対数（log）を取っ て，プロットすると，感覚

の種類によらず，線形的な関数（一次関数）となる。 

 

「べき乗」ということと，「対数グラフ」が理解できた方が，分かりやすい。 

 

 

 

 

 

 



 

 

計算ヒント： 

スティーブンスの冪法則では x も y も正の範囲だけ考えればよいので， 

座標平面の第１象限にだけ注目する。 

また a と b についても正の値だけを想定すればよい。 

 

グラフの形は b の値によって大きく変わる。 

【１】b=1 のとき。 

b に 1 を代入すると，式は 

   y=a*x 

となりますから，これは正比例。 

 

【２】b>1 のとき。 

たとえば b=2 ならば 

   y=a*x^2 

となって，これは２次関数。 

同様に b=3 なら３次関数，b=4 なら４次関数・・・となり， 

いずれも第１象限では右上がりに急激に増大するグラフとなる。 

 

【３】0<b<1 のとき。 

たとえば b=1/2 ならば 

   y=a*x^(1/2) 

これは x の平方根に比例するということですから， 

先の２次関数のグラフを y=x （右上がり 45°の直線）について対称移動させたものとなる。 

（参考：http://homepage2.nifty.com/sintakenoko/Cabri/CGr …） 

同様に b=1/3 なら３乗根，b=1/4なら４乗根・・・となり， 

いずれも第１象限では右上がりで増加率がしだいに低減するグラフとなる。 

 

 

以上をまとめて言葉で表現すると， 

マグニチュード推定法によって得られる心理量の変化は 

感覚モダリティや刺激の種類によってさまざまで， 

【１】刺激に比例して増大するもの 

【２】刺激が増大するにつれて急激に増大する（だんだん敏感になる）もの 

【３】刺激が増大するにつれてゆるやかに増大する（だんだん鈍感になる）もの 

http://homepage2.nifty.com/sintakenoko/Cabri/CGraph3.html


があるということ。 

 

実験データによれば 

目で見た線分の長さ（b=1.0），腕における冷たさ（b=1.0）は【１】， 

塩辛さ（b=1.3），指への電撃の強さ（b=3.5）は【２】， 

サッカリンの甘さ（b=0.8），単耳での音の大きさ（b=0.3）は【３】 

ということになる。 

 


